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・検討の目的 ・ミツバチの飛JUI置と錫軍範国
地球温暖化やヒートアイラン円融など、械から都市 三ツjtチの欄箆困は半径6kmにもおよび、およそ2km圏内の花より貨を
を対象とした珊境的な線績が位会的な関心事となってい 集めてくるといわれていいる．このため、そのハチミツの畳と貨は餌宵されて
るsしかしこれらは比較的大きなスケー ルが対象である いる場所から半径2町1圏内の植生，ξ依存しており、植生やその置が異なれば、
ため、住民自らが環境，乙対する彫轡や貧献について、実 録取されるハチミツも異なってくる．
感をもって認践することが難しく、環境改警に向けた取組 ・E湿の縄復
lζ対する効果的な動機づけが飯島となっている。 横浜でミツバチを飼育するプロジェクトを実施しているHamaぬomおom!
一方、ミツバチは巣箱から2kmの掴i重からI＼チミツを プロジ工クト｛以下、H88とする．）では、2009年に北仲プリツヲ、2010年lこ新機
採取してくる。との／＼チミツは生息・生育嵐長重の補生に彫 浜と検狩ナイエンスフロンティア高校似下、SFHとする。)Iζおいて餐鯵プロジ : 
．を受けると考えられる．半径2kmは、そζlζ暮らす住民 主ウトを実施した．その結泉、資源の典なる3箇所のハチミツを採取している，
が銀銭できる風授であり、ハチミツと植生との関連性が磁 本検討では、まずリモー トセンシングデ－9と環境省の自然環境保全2基礎
偲できれば、住民はハチミツを通じて自らが暮らす環境 調査を活用をすることによって、各々 の蜜源の把』置を鼠みた．
がミツバチの生息・生育?lllζ’E轡を与えているととを ・.i置の愛遣の抱姐
実感することができ、環境に対する取組の動機づけを得 ミツバチが蜜源となる植物は開花時期が異なっており、4月はサウラ、5月
ると考えられる． はユリノキなど、季節によって劉ヒしている，本機討では、NOVI値より植生が活
この関連性を分析するためには、ハチミツの量と貨と 性化している箇所の時系列的変化の把握を鼠みた．
向”に、園媛内の植生について把聾する必要がある．
本研究は、ハチミツと都市環境との関連性を知るため、リ
モー トセンシングデ 習ーを活用して、ミツバチが生息・生
育する環境について分析することを白的とする．
副瞳歯前面踊圃曲面圃圃
4月 寧’Eによっτ.なるハチミツ(:It仲BRlCK:2009年） 7月
リモートセンシングデータを活用したミツバチの生息・生育空間の分析 ］ ・E霊童mfiED・・組金分布の剣．
鍾鎗プロジェヲトを実施した新樹司泳SFH、北仲プ
リツヲの3・1'iの周辺2如、圏内の繍生分布につい
て、NOVI舗が0.1以上の区径を抽出することによって
把盤した．
市街地内の跡車、悠外艇と異なり、街路樹や飽訟
の外.個人臨の底など小規模な植生滅が多数存在
していることが精微である。とのため、その把揮にあ
たっては、可能なかぎり高い解像度のデー ヲを活用
するζとが重要である．本検討においては、10mの解
像度でNOVIを把.できるALOS(AVNIR-2）のデ予
(2009年9月初日）を活用して、楠生爆を把撮した．
また、リモー トセンシングデー 舎を活用して把渇し
た植生の属性については、積場省が実施した自然1
境保全基礎鯛責（第6.7回）を合わせるととによっ
て把湿した．
・織金の鱒.列.I!化
留市における鰻被の分布については、植生図や級
彼分布を用いて把湿することも可能であるが、その
活性皮の時系列変化については知ることはできな
し、．
ミツパチは緬!E減のなかで宅h活性皮が高〈開花
している区峨なら／＼チミツを簸めてくる，
本検討では、織彫時点の腐なる複鮫のリモー トセ
ンシングデ－9(ALOS，必TERJよりNOV!値が0.1以上
の地調査を嫡出し植生爆の変化の鰐爆を低みたe
との結鳳植生峨の中でも活性皮が高い区主査は時
期によって変化してしもととが確留できたs
・今後の方向性
本検討では、リモー トセンシングデ－9を活用して
ミツバチの生息・生青空間の把鐸を実施しその内
容と環演が時期による変化を把湿した。
今後は、現地網査によって賓源となっている植生
を把獲するとともに、ミツパチが持ち帰った花粉在
分析しミツバチの生息環境をより鮮細iζ把纏した
い。
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